
　中小企業による「脱炭素化への取り組み」が進むなか、今回は特別編として、エコワークス株式会社（以下、
エコワークス）小山貴史社長のインタビューを紹介いたします。小山社長は、住宅建築業界にとどまらず、全国
の中小企業による脱炭素化のオピニオンリーダーとして幅広く活躍されています。「気候正義」がもたらす時代
の変化とは？ 中小企業がSDGsへ取り組むメリットとは？ 小山社長に答えて頂きました。
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（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets

科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

小山貴史社長

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

特別編「脱炭素化と気候正義」

小山貴史社長

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山
ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

会
社
概
要

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第4回　エコワークス 株式会社

■代表取締役社長  小山 貴史
■本社／福岡市博多区竹丘町1-5-38
■TEL 092-404-9200　■URL https://eco-works.jp

お  やま  たか  し

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化

木材産直流通システムのイメージ
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　中小企業による「脱炭素化への取り組み」が進むなか、今回は特別編として、エコワークス株式会社（以下、
エコワークス）小山貴史社長のインタビューを紹介いたします。小山社長は、住宅建築業界にとどまらず、全国
の中小企業による脱炭素化のオピニオンリーダーとして幅広く活躍されています。「気候正義」がもたらす時代
の変化とは？ 中小企業がSDGsへ取り組むメリットとは？ 小山社長に答えて頂きました。

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets

科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

小山貴史社長

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

特別編「脱炭素化と気候正義」

小山貴史社長

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山

ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

会
社
概
要

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第4回　エコワークス 株式会社

■代表取締役社長  小山 貴史
■本社／福岡市博多区竹丘町1-5-38
■TEL 092-404-9200　■URL https://eco-works.jp

お  やま  たか  し

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化

木材産直流通システムのイメージ
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（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets

科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

省エネ大賞（※5）

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

脱
炭
素
化
へ
の
大
い
な
る
挑
戦

福岡本社外観（ＺＥＢ）

LCCM住宅（春日モデルハウス）

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山
ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化
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（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets

科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

省エネ大賞（※5）

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

脱
炭
素
化
へ
の
大
い
な
る
挑
戦

福岡本社外観（ＺＥＢ）

LCCM住宅（春日モデルハウス）

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山

ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化
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取材ノート

（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets
科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

　日本は脱炭素化の目標として「遅くとも2050年までのカーボンニュートラル」を宣言。また
「2030年度の温室効果ガス半減（2013年度比）」も中間目標として設定。各自治体や大企業では、
国を上回るスピードでのカーボンニュートラルの実現が打ち出されている。
　これから脱炭素へ取り組む会社においては、まずは事業用の電気・ガス・ガソリン・軽油等の使用
量からCO₂排出量（簡易計算シートを使用）を算出し、定期的に点検すること。より一層の省エネ
推進の後、再生可能エネルギーへの切り替えや太陽光パネル設置等を検討する。またオフィスや
工場設備等の改修や新築を検討されている会社では、本記事を参考にしていただければ幸いです。
※CO₂簡易計算シートは、各自治体版、経済産業省「エネルギー起源CO₂排出量計算表」を使用

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

エコワークス社員

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

小山社長 ＣＯＰ２７（エジプト・シャルム・エル・シェイク）視察

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山
ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

気
候
正
義
と
環
境
就
職

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化
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取材ノート

（
※
１
）Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ハ
ウ
ス
）：
外
皮
の
断

熱
性
能
等
の
大
幅
向
上・高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、室
内
環
境
の
質
を
維
持
。大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

（
※
２
）Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ（
ラ
イ
フ・サ
イ
ク
ル・カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス
）

住
宅
：
居
住
時
に
加
え
、製
造
時
や
廃
棄
時
、修
繕
時
の

各
段
階
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、太
陽
光
発
電
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
下
回
る
最
高
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
住

宅
。比
較
す
る
と
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、建
築
や
廃
棄
も
含
め
た
住
宅

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
目
指

す
。よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
超
え
、環

境
に
よ
り
配
慮
し
た〝
高
基
準
〞の
住
宅
と
い
え
る
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。特
に
現
在

（
２
０
２
３
年
１
月
末
）の
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
、15
万
人
超
と
住
宅
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。そ
の
結
果
、全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、需
要
に
対
応
す
る
た
め
、首
都
圏
の
一
部
や
山
口

県
・
北
部
九
州
か
ら
設
計
依
頼
を
リ
モ
ー
ト
で
受
付

開
始
。現
地
の
工
務
店
と
連
携
し
、受
託
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

　
小
山
社
長
は
、契
約
後
の
顧
客
へ
向
け「
エ
コ
ハ
ウ

ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。世
界
の
脱
炭
素
化
の
潮
流
、

住
宅
の
進
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
啓
蒙
。受
講
者
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
人
生

観
が
変
わ
っ
た
」や「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
理
念
に
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、本
社
オ
フ
ィ
ス
を
福
岡
県
初

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）と
し
て

建
設
、熊
本
県
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
建
設
も
手
掛
け
て
い

る
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
比
べ
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
設
は
、全
国
的
に
件

数
が
ま
だ
少
な
い
。「
今
後
は
、オ
フ
ィ
ス
の
新
築・建

替
え
時
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
中
」と
小
山
社
長
は
計
画
す
る
。

Shared V
alue

）へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、脱
炭
素
へ
向
け
、建
築
に
係
る
国
の

新
事
業
へ
の
応
募
、専
門
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、

エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
数
々
の
実
績
を
上
げ
る
。

　
小
山
社
長
は「
一
般
社
団
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｈ
推
進
協
議

会
」を
設
立
。関
連
省
庁
や
自
治
体
の
住
宅
関
連
委

員
会
の
委
員
を
歴
任
し
、国
内
の
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
経
済
団
体
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
※
４
）の
活
動
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
拡
げ
て
い
く
。Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
で
は
、国
際
的
な
目

標
や
協
力
体
制
を
決
め
る
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

締
約
国
会
議
）へ
の
海
外
視
察
を
有
志
で
行
っ
て
い

る
。海
外
の
有
力
な
政
治
家
や
大
企
業
の
経
営
陣
に

よ
る
講
演
の
聴
取
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、世
界
の

動
向
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、毎
年
、平
均
で
90
戸
以
上
の

住
宅
を
建
築
。そ
の
う
ち
直
近
５
年
間
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
率

は
平
均
９
割
を
超
え
る（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル
ダ
ー
評
価
制

度「
最
高
レ
ベ
ル
６
つ
星
」）。ま
た
国
が
脱
炭
素
社
会

の
理
想
像
と
位
置
付
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
お
い
て

も
、２
０
１
２
年
に「
最
高
水
準
で
あ
る
５
つ
星
」を

全
国
第
一
号
で
取
得（
建
築
環
境・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
）。２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
起
因
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
は
、開
発
途
上
国

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
多
く
は
、先
進
国
の
経
済
成
長
・
産
業
活

動
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。気
候
正
義
は
、こ
う
し
た
不

公
平
を
是
正
す
る
、正
義
を
求
め
る
行
動
で
あ
る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
発
起
人
の
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
学
生

運
動「
フ
ラ
イ
デ
ー・フ
ォ
ー・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」で
も
、

気
候
正
義
と
い
う
言
葉
は
、各
国
で
展
開
さ
れ
る
活

動
の
中
核
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
小
山
社
長
へエ
コ
ワ
ー
ク
ス
社
員
に
つ
い
て
聞
く
と

「
朝
礼
時
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、良
い
環
境
を
未

来
へ
残
す
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
使

命
感
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
」と
の
こ

と
。「
顧
客
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、採
用
時
の
会
社
説
明
で

も
、脱
炭
素
へ
の
挑
戦
、持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く
り

の
話
を
す
る
。結
果
、本
気
で
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
人
が
入
社
す
る
」こ
れ
が
企
業
文

化
に
な
っ
て
い
る
と
。で
は
中
小
企
業
が
脱
炭
素
へ
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
？
と
質
問
す
る
と

「
第
一
は
、若
い
人
の
採
用
で
し
ょ
う
。２
０
１
７
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
義
務
教
育
の
指
導
要
領
に
入
り
、い
ま

社
会
へ
出
て
く
る
の
は
、授
業
で
環
境
問
題
を
習
っ
た

性
能
表
示
制
度「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」で
も
、全
国
第
一
号
で

認
証
を
取
得
。そ
し
て
、昨
年
に
は
、地
域
工
務
店
で

全
国
初
の「
省
エ
ネ
大
賞（
※
５
）」を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
に
は
、温
暖
化
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み「
Ｓ
Ｂ
Ｔ（
※
６
）」

の
認
定（
中
小
企
業
版
）を
九
州
初
で
取
得
。事
業
に

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
す
る「
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
※
７
）」（
中
小
企
業

版
）宣
言
も
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」や「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」は
も
と
も
と
大
企
業

を
想
定
し
た
基
準
で
制
定
さ
れ
た
。「
脱
炭
素
を
進
め

る
中
小
企
業
や
自
治
体
向
け
に
も〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〞が
必
要
」と
小
山
社
長
か
ら
関
係
省
庁
へ
の
提
言

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
小
企
業
版
が
新
設
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。昨
年
末
、東
京
都
は
、戸
建
て
新

築
時
の「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
原
則
義
務
化
」を

決
定
、大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。こ
ち

ら
も
小
山
社
長
は
、エ
コ
住
宅
建
築
の
豊
富
な
実
績

を
持
つ
専
門
家
と
し
て
、助
言
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
※
３
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
四
次

評
価
報
告
書
：
２
０
０
７
年
２
月
、報
告
書
の
作
成
に
関

わ
っ
た
15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら「
気
候
の
安
定
化
に

向
け
て
直
ち
に
行
動
を
！
科
学
者
か
ら
の
国
民
へ
の
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
新
聞
紙
上
等
で
発
信
さ
れ
た

（
※
４
）Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）：

持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、産
業
界
が
健
全

な
危
機
感
を
持
ち
、積
極
的
な
行
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
日
本

独
自
の
産
業
界
の
活
動
団
体

（
※
６
）「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」（Science Based T

argets

科
学
的
知
見
に

沿
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）：
パ
リ
協
定（
世
界
の

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
水

準
に
抑
え
、ま
た
1.5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
）が
求
め
る

水
準
と
整
合
す
る
、５
〜
15
年
先
を
目
標
年
に
企
業
が
設
定

（
※
７
）「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」：
事
業
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う

こ
と
を
目
標
と
す
る
国
際
的
な
取
組
み
。「
再
エ
ネ
１
０
０

宣
言 

Ｒ
Ｅ 

Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
」は
、国
内
の
企
業・自
治
体・教

育
機
関
・
医
療
機
関
等
が
、使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意
思
と
行
動
を
示

し
、再
エ
ネ
１
０
０
％
利
用
を
促
進
す
る
枠
組
み

　日本は脱炭素化の目標として「遅くとも2050年までのカーボンニュートラル」を宣言。また
「2030年度の温室効果ガス半減（2013年度比）」も中間目標として設定。各自治体や大企業では、
国を上回るスピードでのカーボンニュートラルの実現が打ち出されている。
　これから脱炭素へ取り組む会社においては、まずは事業用の電気・ガス・ガソリン・軽油等の使用
量からCO₂排出量（簡易計算シートを使用）を算出し、定期的に点検すること。より一層の省エネ
推進の後、再生可能エネルギーへの切り替えや太陽光パネル設置等を検討する。またオフィスや
工場設備等の改修や新築を検討されている会社では、本記事を参考にしていただければ幸いです。
※CO₂簡易計算シートは、各自治体版、経済産業省「エネルギー起源CO₂排出量計算表」を使用

　「
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、２
０
０
７
年
に
偶

然
参
加
し
た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）第
四
次
評
価
報
告
書（
※
３
）に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
評
価
報
告
書
の
作
成

に
関
わ
っ
た
、15
人
の
日
本
人
科
学
者
か
ら
の「
国
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
配
布
さ
れ
た
。小
山
社
長

は
、そ
の
内
容
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、「
エ
コ
住
宅
の

推
進
に
よ
る
、気
候
変
動
へ
の
対
応
に
人
生
を
賭
け

る
」こ
と
を
決
意
。社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立

さ
せ
る
事
業
経
営
、ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating 

か
ら
、ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る

形
で
、小
山
社
長
は
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
を
設

立
。フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ
で
は
、木
材
の
仕
入
れ
か

ら
加
工
ま
で
行
う
製
材
加
工
組
合
を
持
つ
。こ
の
製

販
一
体
型
の
産
直
木
材
シ
ス
テ
ム
が
、良
質
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
木
造
住
宅
価
格
の
設
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、住
ま
い
づ
く
り
は〝
暮
ら
し
づ

く
り
〞で
あ
り
、〝
生
き
方
づ
く
り
〞で
も
あ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、健
康
や
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、住
ま
う
人
が
末
永
く
心
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
住
ま
い

づ
く
り
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

　「
実
は
創
業
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
自
然
素
材
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
、健
康
的
で
快
適
な
暮

ら
し
』と
い
う
も
の
で
し
た
」と
小
山
社
長
は
振
り
返

る
。シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
、住
宅
の
素
材
が
人
体
へ
与
え

る
影
響
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、高
品
質

な
国
産
木
材
を
自
前
で
調
達
で
き
る
エ
コ
ワ
ー
ク
ス

は
、デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
あ
り
、順
調
に
顧
客
を
獲

得
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、総
合
展
示
場
の
見
学
者
が
激
減
。

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や

エコワークス社員

世
代
。脱
炭
素
・
温
暖

化
対
策
は
常
識
で
あ

り
、も
し
取
り
組
み
が

表
層
的（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

で
あ
れ
ば
、会
社
が
選

ば
れ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
」と
小
山
社

長
は
断
言
す
る
。

　
最
近
で
は
、環
境

問
題
の
解
決
を
図
る

仕
事
が
し
た
い
求
職

者
へ
向
け
「
環
境
就

職
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
。多
く
の
就
活
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は「
環
境

就
職
」の
企
業
ブ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
環
境
」は
、会
社
選

び
に
お
け
る
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
行
く
。

小山社長 ＣＯＰ２７（エジプト・シャルム・エル・シェイク）視察

　
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
は
、福
岡
県・熊
本
県・佐
賀
県
を
中

心
に
、住
宅・施
設
の
新
築
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

地
域
工
務
店
で
あ
る
。

　
ゼ
ッ
チ
　

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
※
１
）や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅（
※
２
）と
い
っ
た
、国
が
２
０
５
０
年
へ
向
け
て
普
及

を
目
指
す
、エ
コ
住
宅
建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、全
国
の
工
務
店
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、父・小
山

ゆ
き
は
る

幸
治
氏
が
創
業
し
た
フ
ェ

ア
ウ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ・し

ん
さ
ん
じ
ゅ
う
た
く

新
産
住
拓
株
式
会
社（
熊
本
県
）

気
候
正
義
と
環
境
就
職

（
参
考
）「
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
」調
査
結
果
：
日
本
経
済
新

聞
社
が
九
州・沖
縄
の
主
要
企
業
に
実
施
し
た
調
査（
回
答

１
１
７
社・２
０
２
３
年
１
月
６
日
朝
刊
掲
載
）に
よ
る
と
、

全
体
の
65
・０
％
の
企
業
が「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
。ま
た「
今
後
取
り
組
む
予
定 

6.8
％
」や「
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る 

14・５
％
」を
含
め
る
と
、約
86
％
が
前

向
き
な
回
答
。脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
省
エ
ネ
設

備
へ
の
切
り
替
え 

79・２
％
」や「
消
費
電
力
の
削
減
等
の

省
エ
ネ
の
推
進 

66・３
％
」と
いっ
た〝
省
エ
ネ
〞への
取
り
組

み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　「
気
候
正
義
と
い
う
概
念
が
、無
視
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
た
」と
小
山
社
長
は
感
じ
て
い
る
。温
暖
化
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